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第一章 序言 

 1.1 研究背景 

 転倒は 1 年間で約 2割の地域在宅高齢者が経験する発生頻度の高い問題であるが、これま

で急増する一人暮らし高齢者に着目して、その転倒の実態や関連要因を明らかにした研究は

ほとんどない。そこで本研究では、地域在宅の一人暮らし高齢者を対象に、転倒の実態およ

び転倒に関する要因を明らかにすることを目的とする。 

第二章 対象と方法 

 平成 24年度老人保健健康増進等事業「地域包括ケアを支える医療機関と保険者機能連携に

関する調査研究事業」の調査データを分析に用いた。対象は、北海道札幌市手稲区在住の 65

歳以上の一般高齢者 30,097 人から無作為抽出された 2,500 人である。対象に対し、平成 24

年 12 月に自記式質問紙にて、世帯形態、性別、年齢、体格、1 年間の転倒歴、健康状態、住

宅の種類、介護保険サービス利用状況、外出頻度などについて郵送調査を行った。 

性・年齢区分・世帯形態のそれぞれの属性と１年間の転倒の有無との関連をはじめとした

カテゴリー変数間の関連の検討はカイ 2乗検定を用いた。1 年間の転倒の関連要因について

は、年齢、性別、BMI 区分、住居の種類、持病の有無、服薬数区分、手段的自立指標、外出

頻度、一人暮らしの有無 を独立変数とした二項ロジスティック分析により検討した。 

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会の審査を経て承認を得たうえで実施した。 

第三章 結果 

有効回答 1,706 件（有効回答率 68.2％）の内、一人暮らし世帯は 11.7％で、女性は 15.9％

と男性の7.4％より有意に多かった。転倒と世帯形態との関連は前期高齢者のみ有意であり、

一人暮らしの前期高齢者では 1 年間の転倒既往者が 36.0％と、夫婦のみ世帯（25.6％）、そ

の他の同居世帯（24.0％）より有意に高かった。 

 関連要因では、体格は前期高齢者の一人暮らし世帯では、やせまたは肥満の者の割合が

36.5％と、他の世帯に比較し高かった。また、一人暮らし世帯では持家の割合が 58.1％と他

の世帯より 30％程度低く、手段的自立指標および孤独感指標が有意に高く、服薬数は有意に

多かった。 

二項ロジスティック回帰分析の結果、一人暮らしの転倒の ORは 1.25 であったが統計学的

には有意ではなかった。有意に転倒の高リスクであったのは、女性、持病があること、健康

度自己評価があまり健康でないこと、介護保険サービスが必要だが受けてないことであった。

一方、外出頻度が週 2～3日である群では，ほぼ毎日外出している群に対し転倒のリスクが有

意に低かった。 

第四章 考察 

年齢区分別にみた二変量の解析では、前期高齢群の一人暮らし高齢者世帯群の 1 年間の転

倒率が有意に高率であったが、二項ロジスティック回帰分析の結果、一人暮らしの転倒の OR

は 1.25 と転倒リスクを上げる方向に作用していたが、統計学的には有意ではなかった。前期

高齢期の一人暮らし群の転倒率が高い背景として、一人暮らし群では女性が多いことなど、

その他の転倒に関連する要因が交絡要因として作用していたことが考えられた。 

いずれにしても一人暮らしの前期高齢者では転倒頻度が同居者のいる群より高率であった
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ことから、転倒予防対策はより一層厳重に行う必要があると考えられる。取組としては、一

人暮らし群では、やせまたは肥満の者が多かったことから、栄養状態のチェックと是正がよ

り大切と思われる。また、疾病に対して適切な治療を行うとともに、ポリファーマシーを避

け副作用の予防に十分注意する必要がある。一人暮らし群では持家の割合が低かったことか

ら住宅改修が行われにくいことも考えられる。家具の配置や生活用具の整理状況等の住宅環

境を、家族や近隣住民、民生委員、ケアマネージャーなどがチェックし、家具転倒防止器具

の設置などの安全対策を強化することも重要と考えられる。 

虚弱な一人暮らし高齢者では、買い物やゴミ捨て等の日常生活活動も多少無理をしてでも

一人で行わなければならないことも転倒のリスクを上げることにつながっていると考えられ

る。とくに本研究の調査地域は北海道という寒冷地であったため、虚弱な一人暮らし高齢者

にとっては大きな負担となる雪かきなどの日常生活への手段的な支援のありかたも今後の新

総合事業における地域包括ケアシステムでは重要になってくるものと考えられる。 

第五章 結論 

� 年齢区分、世帯区分別にみると、前期高齢期の一人暮らし世帯の 1 年間の転倒率が有

意に高かった。 

� 二項ロジスティック回帰分析の結果、女性、持病があること、健康度自己評価があま

り健康でないこと、介護保険サービスが必要だが受けてないことが有意に転倒のリス

クを上げ，外出頻度が週 2～3日である群では、ほぼ毎日外出している群に対し転倒の

リスクが有意に低かった。前期高齢期の一人暮らし群の転倒率が高い背景として、こ

れらの転倒に関連する要因が交絡要因として作用していたことが考えられた。 

第六章 今後の課題 

 今回の調査では、転倒の原因や転倒場所などの詳細については把握できなかった。今後、

一人暮らし群において転倒頻度が高い背景についてより詳細に検討する必要がある。 
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